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地域とともに歩む東和銀行

■地域社会の発展とともに
　当行は大正6年の創立以来、地域のための銀行として地域社会の発展とともに歩んでまいりました。
　当行が営業基盤とする群馬県及び埼玉県は、首都圏のベッドタウンとして、また、交通インフラに恵まれ
た産業・観光地帯として発展を遂げています。

当行の営業基盤― ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　当行の営業基盤である群馬県・埼玉県は、経済の中心である東京都に隣接する地理的
条件の良さも相まって、首都を取り巻く経済圏として発展を続けています。また、経済
の発展とともに、当行の取引先である中小企業の皆様の経済活動も広域化しています。
　当行は、群馬県・埼玉県を中心に店舗網を構築していますが、このネットワークを活
かして、それぞれの地域社会の皆様の活発な経済交流を支援するとともに、豊かな暮ら
しづくりへのお手伝いを通じ、信頼を築き上げてまいりました。

産業と自然に育まれた地域社会と恵まれた交通ネットワーク― ―――――――――――――――――――
　群馬県は日本列島のほぼ中央に位置し、美しい自然や数多くの温泉地など観光資源が豊
富で、1年を通して行楽客、観光客が絶えません。産業は製造業が活発で、輸送機器、食
料品、化学、業務用機器の4業種が製造品出荷額の61％を占めています。
　関東平野の中央に位置する埼玉県も、秩父の山々など自然に恵まれ、人口が全国で5番
目に多いことを背景に商業が発達しており、工業では、輸送用機械、食料品、化学の3業
種が1兆円を超す出荷額で全国有数の内陸工業県となっています。
　また、当行の営業地域は、関越・上信越・東北・北関東自動車道・圏央道などの高速自
動車道路網と、上越・北陸・東北新幹線の高速鉄道網が整備された地域であり、首都圏と
各地方を結ぶ経済・産業の要衝として、近年著しい発展を遂げています。
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■地域金融機関としての役割
　経済のグローバル化や情報通信技術の発展から、産業構造が大きく変わっていく中、その対応に迷われる
ケースが多くなっていると思います。当行は、こうしたお客様への適切な情報提供、専門的な立場でのアド
バイスや財務面でのお手伝いを、きめ細かに行ってまいります。
　また、こうした変革により新しい産業が創出されますので、次代を担う新企業の芽を育て、地元企業や地
場産業の発展に金融機能を通して貢献していくことが、私たち地域金融機関の使命と考えております。
　一方、当行は誰もが暮らしやすい豊かな地域社会を作り上げ発展させていくために、地域社会の一員として、
環境保護・文化事業の開催や協賛・スポーツ支援などの活動を行っております。
　当行はこれからも、地道で息の長い活動を続け、地域社会と歩むとともに、仕事を通じて自らを成長させ、
地域の発展に寄与できる人材の育成に力を入れていきたいと考えております。

地域別預金残高構成比地域別店舗構成 地域別貸出残高構成比

13,392億円 13,914億円13,534億円

中小企業・個人向け貸出の推移―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　当行は、営業地域のお客様からお預りした大切な預金を地域の中小企業や個人の皆様への貸出に向けています。平成29年9
月末の総貸出は1兆3,914億円で、そのうち78.6％にあたる1兆943億円が中小企業及び個人の皆様への貸出となっています。

1. 地域への資金還元（信用供与）による貢献について
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2. 地域社会貢献活動について

放送大学での面接授業
　平成29年7月に放送大学において、「地域社会と地域金融
機関の役割」について面接授業を開講いたしました。2日間
にわたり、当行の役職員延べ8名が講師を務め、31名の学
生が受講されました。

高崎経済大学での寄附講座
　平成29年4月から高崎経済大学経済学部において、地域経
済・社会における「地域の金融と経済」への理解を深め、将
来の地域経済を担う人材育成を図るため、講座を開講いたし
ました。15日間
にわたり、当行の
役職員延べ15名
が講師を務め、
101名の学生が
受講されました。

高崎経済大学

文化活動
　地域文化の向上に貢献したいとの考えから、文化活動を継続的に実施し、また、文化事業の共催や協賛を行っております。

TOWA県民文化講座
　平成29年度は、東京大学名誉教授の養老孟司さんを招い
て講演いただき、大盛況でした。

東和よいこ劇場
　平成29年度は、群馬県館林市の「館林市文化会館」で開
催し、よいこたちがファンタジックな影絵劇を楽しみました。

萩原朔太郎賞
　平成29年度の第25回の受賞作品は、岡本�啓さんの「絶
景ノート」が選ばれました。

地域とのふれあい
　各地での夏祭り
をはじめ、地域の
行事や催事などへ
の参加・協力を通
して、地元の皆様
との交流を深めて
います。

地元祭りへの参加

ボランティア活動
　地域行事や各種団体活動に対して、寄付や協賛により援助を行
うとともに、多くの行員が各種ボランティアとして参加しており
ます。

平成29年度活動実績
①ぐんまマラソン 46人 案内係
②献血 68人 赤十字血液センター
③尾瀬のゴミ持ち帰り運動 25人 尾瀬でのゴミ袋配布

合　計 139人

3. 地域サービスによる貢献について

刊行物・調査 内容 平成29年度上期（4月～9月）発行回数
経済レポート 世界・日本経済についての分析・解説など 6回
税務トピックス 新税制・改正などについてタイムリーに紹介 1回
企業経営動向調査・ボーナス支給見込調査 取引先企業へのアンケートからの分析調査 3回

相談内容 相談日 相談時間 受付窓口 平成29年度上期（4月～9月）受付件数
税務相談 火・水・金曜日

9:00～17:00
リレーションシップバンキング推進部 84件

法律・労務・年金相談 随時 東和銀行経済研究所 147件

　当行では、地域の皆様に喜んでいただけるよう多彩な商品でサポートするとともに、ATMの充実やさまざまな情報提供によ
るサービスにより、暮らしや経営のサポートを行っております。

教育・教養活動
　社会貢献活動の一環として、群馬大学及び高崎経済大学等において、頭取をはじめとする当行役職員が講師を務める講義・講
演を行っております。

群馬大学での連携授業
　平成29年2月に群馬大学社会情報学部において、金融経
済にかかわる連携授業を開講いたしました。4日間にわたり、
当行の役職員延べ14名が講師を務め、金融リテラシーの観
点から、「地域金融機関の社会的役割」など、実際に金融業
務に携わる現場からの視点を踏まえた講義を行い、64名の
学生が受講されました。

群馬大学




